
■イスラエル：集光型太陽熱発電所に蓄電池 

2015年 9月 29日付の報道によると、フランスの蓄電池メーカーSaft社の子会社 Tadiran 

Batteries社は、イスラエルの砂漠地帯に建設中の Ashalim集光型太陽熱発電所（12.1万

kW）に同社のリチウムイオン電池を導入する。蓄電池は 5 万基以上あるヘリオスタット

（太陽を追尾するミラーの集合体）のモーター駆動と電力機器の通信に使用され、ケーブ

ル設置費用が軽減するというメリットがある。この蓄電池は砂漠という過酷な状況下でも

長期間使用が可能な設計仕様になっているという。 

 


